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気仙沼地域における小学校を中心とした ESD の推進 
宮城県気仙沼市立中井小学校 教頭 及川 幸彦（おいかわ・ゆきひこ） 

宮城教育大学 教授小金澤 孝昭（こがねさわ・たかあき） 

宮城教育大学 理事・副学長 見上 一幸（みかみ・かずゆき） 
 

A) プロジェクト内容 
１．サマリー 

気仙沼市地域は、「小学校と地域の連携」を原点として環境教育に重点をおいた ESD を展開

している。その活動は、気仙沼全体の ESD 活動につながり、気仙沼市が属する RCE 仙台広

域圏（The Greater Sendai RCE）を中心とする ESD 活動にも大きな変化をもたらそうとしてい

る。 

気仙沼市立面瀬小学校では、宮城教育大学環境教育実践研究センター（MUE-EEC）との連

携の下に、2002 年から国際理解教育と環境教育を軸とした国際環境教育を開始した。この活

動では、全学年においてそれぞれに年間テーマを設定し、１年間を通した授業計画を作成し

た。 

例えば、1 年生のテーマは自然と祭りプロジェクト。地域のおじいちゃん、おばあちゃん

に昔の祭りを教えてもらったり、地域の外国人とハロウィンやフィリピンのお祭りを楽しん

だり。そして米国との交流を通して、祭りの共通する自然への畏敬と感謝を感じ取る。 

5 年生は、海のミュージアム・プロジェクト。磯の生物観察、沢登りやブナ林の観察など

を通して「森と川と海のつながり」を、基幹産業である遠洋マグロ船やカキ養殖の見学など

を通して、「自然と人の営みのつながり」を実感する。 

このような授業を、大学を中心とする高等教育機関の協力を得て、専門的知識の提供と実

践指導を受けながら、地域の多様な主体の協力・連携により実現している。 

その後、支援の環は年ごとに広がり、また教育委員会の優れた指導の下に、他の小学校へ

の横への広がり、校種を越えた小中高校の縦のつながりが形成された。 

2004 年 2 月に、宮城教育大学主催の「ユネスコアジア太平洋地域環境教育研究セミナー」

が気仙沼市を会場に開催され、特別講演で出席した国連大学学長のハンス・ファン・ヒンケ

ル氏の知るところとなり、これらの成果を踏まえて、気仙沼市、仙台市、田尻町（現大崎市

田尻地区）の地域が「仙台広域圏 RCE」として、2005 年６月国連大学の推進する「持続可能

な開発のための教育の地域拠点」(ESD/RCE)(注)に認定された。これを契機に、環境教育から

国際理解教育など ESD が発展をすることになり、2006 年 3 月に気仙沼市教育委員会と宮城教

育大学は「連携協力に関する覚書」を交わし、国際理解教育、英語教育、特別支援教育、数

学教育と宮城教育大学の支援の分野も広がった。この経過の中で、市民レベルでもさまざま

な ESD 活動が生まれ、ネットワークが広がってきている。 

2006 年 11 月には、「気仙沼 RCE 推進委員会」が設立され、地域の ESD 推進の中核組織が

でき、2008 年からは市内の小中高校はユネスコ・スクール・ネットワークを通じて積極的な

ESD が展開されようとしている。 

（注）気仙沼市は、仙台市、大崎市田尻町とともに仙台広域圏 RCE(The greater Sendai Area 
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RCE)に属す。仙台広域圏 RCE とは、ESD が先進的に進められている地域として UNU が世

界中から選定した地域 RCEs(Regional Center of Experties)の一つで、2005 年に世界に先駆けて

指定された７つの RCE の一つでもある。 
 
２．プロジェクト内容 
（１）実施背景 
気仙沼地域は、日本の本州北東部にある宮城県に属し、東側が太平洋に面した自然豊かな

地域である。気仙沼市は、東経 141 度、北緯 38 度にあり、総面積は約 230 平方キロ、人口は

約 65,000 で、人口約 9 万からなる気仙沼都市圏の中心でもある。 

この地域の海岸は、北部岩手県から連なる三陸海岸と呼ばれる複雑な入り江を持つリアス

式海岸の一部で、背後には、標高 760m の大森山をはじめ山地がり、そこからは大川、面瀬

川など中小の河川が海に流れている。古くから日本屈指の漁港であり、養殖漁業も盛んであ

る。マグロ、カツオ、サンマでは、日本国内有数の水揚げ高を誇り、フカヒレは全国一であ

る。 

地域伝承芸能もあり、羽田のお山がけや田植え踊り、鹿踊りがある。この地域には、「鹿踊

り」にみられるように、動物の親子愛など、動物の営みにも目を向け、自然を大切にする風

土がある。持続可能な社会の形成に向けて、人の食を支える貴重な地域でもある。気仙沼市

は、文化、環境を守り、次世代へ正しい味を伝えていくために、2002 年にスローフード気仙

沼を設立し、「気仙沼スローフード宣言」を行なった。 

気仙沼市内には、３つの県立高校と二つの市立高校、市立の 10 の中学校、17 小学校がある。

子どもたちの中には大都市への憧れもうかがえる児童がいる一方で、漁業など家業を継ぐこ

とが期待され、勉強面でものんびりとした雰囲気があり、学力のレベルは必ずしもまだ高い

とはいえない。市は教育委員会を中心に子どもたちの教育のレベルを上げようと真剣に取り

組んでいる。 
 
（２）目的 
現在の子供たちは、昔に比べて育つ環境が激変している。自然の中で遊ぶことが極端に減

り、ゲームの浸透により友達同士で遊ぶことが減り、家族の絆が薄れ、地域の中でも多様な

大人とのかかわりも少なくなった。そして、バーチャルな体験が中心となって、本物を知ら

ない子どもたちが増えている。海辺に住む気仙沼の子どもたちといえども、必ずしも海での

体験や知識を十分に身につけているわけではない。 

面瀬小学校の教員は、これらの問題を解決するためには、日々の授業の中に、身近な自然

に親しみ、本物に触れ、観察し、体験し、自ら考え、そしてみんなで議論する、そういった

活動を組み込んでいくことが必要であると考えた。そしてそのような学習には、地域で暮ら

し、働き、研究している多様な大人たちの協力が不可欠であると考えた。 

面瀬小学校のESDプロジェクトでは、体験を通した学びを通年のカリキュラムとすること、

授業への協力者を教員の個人的なつながりでなく、学校への協力者としてネットワーク化す

ること、それによって子どもたちに質の高い体験型の教育を提供し続けることを目指してい

る。 
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そしてこれらの取組が、不登校や引きこもりといった心の問題、いじめや学級崩壊といっ

た学校の問題、会話欠如や父性喪失という家庭の問題、ニートや衝動的な犯罪といった社会

の問題、思考力や表現力、意欲の欠如といった学力の問題など、子どもたちが直面している

より大きな問題の解決の一助になることを期待している。 
 
（３）実施体制 

本活動は気仙沼市面瀬小学校の教育研究活動を宮城教育大学が支援する形で開始された。

そのため資金は、面瀬小学校の獲得した外部資金、宮城教育大学からの資金および同大学が

獲得した外部資金などを中心に提供された。特に、面瀬小学校とアメリカの小学校との国際

交流においては、日本フルブライトメモリアル基金が大きな貢献をした。 

人的および知的資源の提供は、宮城教育大学を中心に、仙台市科学館、志津川ネイチャー

センターなど社会教育施設が行なった。授業を実施する上での情報は、気仙沼小さな国際大

使館、気仙沼ユネスコ協会、県北部鰹鮪漁業者協会、階上漁業協同組合など地域の団体が協

力している。 

教育実践および教員の研修の場の提供は、宮城教育大学の他、仙台市科学館、志津川ネイ

チャーセンター、リアスアーク美術館、などが行なっている。 
 

（４）面瀬小学校の実践内容 

 面瀬小学校では，2002年度から，恵まれた水辺環境を生かし，それを舞台に展開される人

間の営みをテーマにした日米共同の環境学習を展開していた。そして，この国際的な環境教

育の実践は，子どもたちが，環境の世紀を，豊かに，そして，たくましく生き抜くために必

要な『感性と知性』を磨くことをめざし，２１世紀型の新たな環境教育「地球探索型環境教

育」と呼ばれている。 

【『地球探索型環境教育』の創造の視点】 

 面瀬小学校はこれまでの研究蓄積やネットワークを活用し，新たな「地球探索型環境教育」

を創造するために，次の５つの視点（柱）を設定し，研究実践に取り組んだ。 

①地域に根ざした『探求型環境学習プログラム』の開発（Inquiry-Based EE Program） 

①米国の小学校との『国際的共同環境学習』の展開（Global Collaboration） 

①『地域・大学・専門機関との連携』の構築（Knowledge Creating Web） 

①ICTを活用した『同一時間・同一空間の共有』の実現（Total Physical Presence） 

①コミュニケーション能力を育てる「英語活動」の推進（Global Communication） 

 以上の視点を基に，地域の素材やフィールドを生かし，子どもに育むべき環境に対する「感

性」と「知性」の段階（発達段階）を考慮し，学年ごとにテーマを設定して全校を通した系

統性のあるプログラムを開発し実践してきた。 

【面瀬小学校の国際環境学習プログラムの概要】 
 面瀬小学校は，2002 年に日本フルブライトメモリアル基金マスターティーチャープログラ

ムに選抜されたのを機に，アメリカの小学校とのコラボレーションによる国際環境教育を基

軸とするESDのプログラム開発とその実践に着手した。この日米共同環境学習ともいうべき，
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国際的な交流型環境学習を学校全体で展開するために，ローカルとグローバルの視点を併せ

持った１年生から６年生までを通した体系的な学習プログラムを開発しようと試みた。この

挑戦は，当時，先行事例がなく，面瀬小学校独自の創造的なチャレンジであり，プロジェク

ト開始初年度に，１年から６年までの系統的な国際環境学習プログラムを開発した。 

①１年 - 自然と祭プロジェクト 『ふれあおう 自然！祭り！』１年生は，自然と関わった

遊びや祭り・行事などを通して，文化や伝統など人間の営みと自然環境との関わりについて

実感し，日米で情報交換しながらその共通性を共有するプロジェクトを展開している。七夕

や冬至カボチャなど日本の伝統的な行事・祭りを体験する一方，地域に住む外国出身の人々

を招いてハロウィンやフィリピンの祭りなど外国の行事・祭りを教えてもらいながら楽しみ，

遊びを通して自然と人間の営みとの関わりに気づく活動を行ってきた。 

①２年-野菜栽培プロジェクト 『つくって つくって つくって たべよう』２年生は，学

校園で様々な野菜を栽培し，その栽培活動を通してその成長や不思議さ・神秘さを感じ取る

とともに，その収穫物を食材にして親子で伝統的な野菜料理をつくって自然の恵みへ感謝す

る心を育む活動を展開した。さらに，野菜の種類や料理の作り方について米国の小学校と情

報交換を行ったり，互いの食環境や食文化を比較・共有したりして異文化に触れる活動も行

った。また，ミミズを使ったコンポストで野菜くずから土作りに挑戦した。その過程を米国

の小学校の子どもたちとテレビ会議で情報交換した。 

①３年 - BUGSマップ・プロジェクト 『面瀬バグズワールド』３年生は，昆虫を調査・観

察して環境マップを作成し，その多様性や季節変化を理解してインターネットを介して日米

で情報を交換・比較するプロジェクトを展開している。まず，地域を流れる面瀬川や池など

をフィールドに，昆虫の専門家の支援を得ながらトンボを中心とする水辺の昆虫を調査・観

察して，その種類や分布を調べた。そして，その結果を観察日記やマップなどにまとめなが

ら，生物の多様性，季節変化などを把握し，トンボにとって住みやすい環境とはどういうも

のかを体験的に探求する学習を展開していった。また，この一連の成果をサイバーマップと

してまとめ，インターネット上に載せることで米国の小学校のBUGSプロジェクト（日本フ

ルブライトメモリアル基金の企画）との比較・共有を図る学習を展開している。 

①４年 - 面瀬サンクチュアリ・プロジェクト 『命を育む面瀬川』４年生は，面瀬川のハゼ

科の小魚を飼育することを通して食物連鎖による生物同士のつながりや豊かな環境を保つ

ための条件を体験的に追求している。 

まず，水中に目を向け，近くを流れる面瀬川に生息するゴリやカジカといった固有の魚を

調査し，その一部を採集して「面瀬ミニ水族館」をつくり，それを持続的に飼育しながら観

察することによって，これらの魚が生き続けるための条件を，水質や水温，空間や住みか，

溶存酸素，餌などの環境条件から追求していく活動を行った。また，魚類の専門家や水生微

生物の専門家の支援を受けながら，その餌となる水生生物や昆虫，さらにはミクロの世界を

観察することを通して，水中の生物同士のつながり（食物連鎖）に気づき，豊かな水環境を

保つために大切な視点を面瀬川の環境と照らし合わせながら体験的かつ問題解決的に探求

していった｡そして，その気づきや発見を体系化して，面瀬サンクチュアリを制作し面瀬川
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の生態系や豊かさを認識し，それを大切にしようという心を育んだ。 

①５年 - 海のミュージアム・プロジェクト 『豊かなる海～海辺の環境と人々の生活』５年

生は，数々の体験活動を通して，海洋における生き物同士及び森と海とのつながりを探求す

ると共に，海の環境と人間生活との関わりを考えるプロジェクトを展開している。まず，地

域の海岸に出かけ，磯の生物観察を通して海辺の生物の多様性を実感し，その後，自然環境

活用センターで，海の中の世界と生物のつながりについて話を聞きながら「海藻押し葉」を

体験し，海の生態系について認識を深めた。また９月には，栗駒山麓で植物の専門家の指導

の下，「沢登り」や「ブナ林の観察」などの活動を行い，「豊かな森が水を蓄え，川を通し

て海の生命を育む」という体験を通して、「森と川と海のつながり」について認識していっ

た。さらに秋には，地元の漁業関係者の協力を受けて，海を舞台に展開される地域の基幹産

業である「遠洋マグロ船」や「カキ養殖」を見学し，人間の営み（産業）と海の結びつきを

実感すると共に，「親子マグロ料理教室」を通して，海の恵を味わいながら「食」という観

点からも人間と海の環境との結びつきの深さ，その保全の大切さを改めて実感した。 

①６年 - 環境未来都市プロジェクト『僕らは地球人！～ウォーターフロント未来都市・面瀬

編』６年生は，海・川・森・街をつなげて，将来の自分たちの面瀬がどのように環境と共生

した街づくりができるかという未来志向のプロジェクトを展開した。まず，フィールド調査

やアンケート調査を実施して地域の環境の良さや問題点に気づき，また，水質の専門家と共

に科学的な「面瀬川の水質調査」を行って，「目に見えない水の変化」をストーリー化して

地域の水辺環境の現状や、それと自分たちのくらしとの因果関係に気づいていった。また，

省エネルギーセンターや東北電力と連携して模型を使った授業や発電所見学を行って発電

の仕組みを学んだり，「省エネモニター」を設置して電力供給と自分たちのくらしの関係を

調べたりしながら，エネルギーの視点から環境と共生したくらし方について考えを深めてき

た。これらの学習を踏まえ，専門家にアドバイスを受けながら環境や福祉，産業など様々な

視点からアイディア考え，それを生かした面瀬の未来都市のモデルを，ジオラマという形で

表現し，自分たちの持続可能な未来の生き方を見つめた。 
 

（５）面瀬小学校の ESD のプログラム開発と連携の構築のストラテジーとプロセス 
【全学年を通した体系的な ESD プログラム開発の手法とプロセス】 
①過去の実践の素材やコンテンツを生かしたプログラムづくり 
 2002 年に，新たに１年から６年までの体系的な環境教育（ESD）の学習プログラムを作成

する際に，まず取り組んだことは，それまでの教科及び教科横断的に取り組んできた環境や

国際理解等にかかわる実践の素材や内容を，もう一度洗い出し，各学年の年間プログラムの

中で再構築することであった。 

 それまで，面瀬小学校は，1994 年の文部省（当時）の外国語教育研究開発校の指定以来，

英語教育から国際理解教育と研究分野を広げてきたが，その中で，２００２年の新学習指導

要領施行から実施される「総合的な学習の時間」を視野に入れ，環境や福祉・人権等にかか

わる学習も徐々に取り入れていた。 



 6 

 プログラム開発の第１の段階として，面瀬小学校の実践の蓄積を最大限に生かし，「環境」，

「国際」という視点を重視して，学年の発達段階や学年相互の系統性を吟味しながらプログ

ラムとしてのコンテンツとストーリーを再検討し，各学年の国際環境教育・ESD プログラム

開発のため素材・目標・内容等の再構築を試みた。 

①新たな地域素材・環境素材の発掘と体系的なプログラムの作成 
 全学年を通じた体系的な学習プログラムの構築に際して、各学年の過去の実践事例は，再

構築され，新プログラムの中に組み入れられることとなったが，それだけでは不十分であっ

た。学年によっては，新たに素材を発掘し，テーマを設定して学習プログラムを作成したり，

学習内容を大幅に追加・改訂したりしなければならなかった。そこで，研究主任から各学年

担任に対し，その学年の児童の発達段階や興味関心と，全学年の系統性を踏まえて，新たな

学習素材やテーマ，学習のコンセプト，そして，プログラムの構想を提案し，放課後等を利

用して幾度となくミーティングを持ち，検討を重ねた。その際には，研究主任からは，全学

年の系統の中でのそれぞれの学年のプログラムの位置づけや学習のねらい・コンセプト，育

成したい資質や能力等を各学年担任に伝え共有するとともに，実際に子供に指導する立場の

担任から児童の実態や指導上の課題等の意見を出してもらい，それを踏まえてプログラムを

改善し原案を練り上げていった。 

①プログラムの質的向上のための大学・専門機関等の専門的知識の導入 
 こうした研究主任と各学年との度重なるディスカッションの中で，プログラムの原案（ド

ラフト）がしだいにできあがっていった。しかし，実際にそれぞれの学年でプログラムを作

成するにあって，各教師の環境素材（植物，昆虫，魚，海藻，水質，森，街づくり等）のと

らえ方が，曖昧だったり不十分であったりして，プログラムの活動の細部や具体的な展開が

構想できないという壁にぶつかった。 

 そこで，面瀬小学校では，宮城教育大学の環境教育実践研究センターをはじめ，仙台市科

学館，自然環境活用センター等の専門機関から，プログラム開発に指導・助言をもらうこと

にした。各学年で取り扱う環境素材に応じて，専門家を学年ごとに依頼し、研修会を開いた

り教員が大学等の専門機関に出向いたりして，素材に関する専門的知識や技能を直接指導し

てもらい研修を積んだ。これにより教師は，子供の興味・関心が高まるような素材の提供の

仕方や思考が深まるような学習の展開を構想することができるようになり，プログラムの質

が格段に向上した。 

①ウィスコンシンの環境教育カリキュラムと実践に学んだプログラムの体系化 
面瀬小学校は，体系的なプログラムの開発するにあたって，パートナーであった米国ウィ

スコンシン州の先進的な環境教育カリキュラムの概念や作成手法，実践事例に学び，それを

参考にしながらプログラムを洗練し体系化を図っていった。 

ウィスコンシン州は先進的な環境教育プログラムと充実した施設を有する全米でも環境教

育に力を入れる州である。州教育省（DPI）は，州の「環境教育カリキュラムガイド」を発行

している。これには幼稚園から高校３年生まで（K-12）の発達段階を踏まえ，系統的に目標

や育成すべき資質能力，そのために扱うべき素材や学習内容・方法等が示されており，現場

の教師はそれをもとに学校ごとの環境教育カリキュラムを作成する。すなわち，州レベルの
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ガイドラインにもとづいて，学年や発達段階に応じた体系的な環境教育の実践ができる体制

が整備されている。 

また，面瀬小学校の教員が，ウィスコンシン州を訪問し，リンカーン小学校の環境教育の

取組を視察した際に，環境学習の校外学習（Field Trip）に同行したり，教科横断的な環境学

習を視察したり，ウィスコンシン大学で最先端の環境教育教材を研修したりして，ウィスコ

ンシンの環境教育の手法を研修した。これは，帰国後，面瀬小学校のプログラム開発や改善

を行う際に，体験的学習や調査活動の方法として，また，教科横断的なプログラム編成のあ

り方として大いに参考になった。 

面瀬小学校においても，このウィスコンシンの環境教育の学習プログラムの作成のシステ

ムを参考に，１年から６年までを通した体系的な学習プログラムの開発に着手した。 

 
【地域及び大学・専門機関との連携の構築の手法とプロセス】 
 面瀬小学校の国際環境教育を基軸とする ESD の取組のもう一つの特徴（財産）として，そ

の実践を支える「知識ベース」を形成する広範な「連携システム」が上げられる。これは，

リソース（人材や団体）の種類の豊富さもさることながら，そのレベルも地域から国際機関

に至るまで各層にわたっており，そのシステムは，国内外から高く評価されている。世界レ

ベルで ESD の推進を掲げる国連大学も，このシステムを地域のモデルと評価して全世界に紹

介しており，また，日本ユネスコ国内委員会の国連ユネスコへの「ESD の更なる推進に向け

たユネスコへの提言」にも，この面瀬小学校の連携システムが「国内の主要な取組」として

盛り込まれ，ユネスコ総会で採決されるとともに，加盟国 193 か国に向けて発信するなど，

国際的にもモデルとして認められている。 

①実践を通した連携のはじまり ～個の連携から学年の連携へ～ 
 この連携システムは，最初から面瀬小学校の ESD を支える「知識ベース」として組織され

たものでも機能するものでもなかった。第１段階は，どちらかというと，各学年ないしは教

員個人が，各教科や教科横断的な学習（国際理解教育・環境教育・福祉教育等）を指導する

際に，教員や学校だけでは十分な指導や学習活動が保障できないという理由から，１９９０

年代後半に，外部の人材を活用したり外部機関に支援を求めたりしたことから始まった。し

かし徐々にその教育的効果が高いことが校内で認識されるにしたがって，その連携を学年全

体で共有したり，次年度に引き継がれたりするなど，いわゆる「個」対「個」の連携から「連

携の共有化」が図られるようになっていった。 

①組織的な連携の始まり ～宮城教育大学との ESD を通した連携～ 
 2002 年４月に，ウィスコンシン州リンカーン小学校の視察から帰国後，気仙沼市でも専門

家によるプログラム開発や実践へのサポートの必要性を痛感し，国際環境教育プロジェクト

がスタートするに際し，時をおかずに宮城教育大学に支援を申し入れた。 

 宮城教育大学との連携を構築あたっては，大学側の助言により，一部教授との個人的なつ

ながりではなく，「組織」対「組織」の連携にすることを基本に進めることとした。そこで，

すぐに，当時の面瀬小学校長及び気仙沼市教育委員会教育長に相談し，「宮城教育大学環境教

育実践研究センター（環境研）」と「気仙沼市教育委員会」が面瀬小学校を連携校として連携
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するという形で進めることとなった。この連携は，その後順調に進展し，初年度は４，５名

の環境研の教官の参加であったものが，２，３年目には，環境研を中心に１０名ほどの教官

が面瀬小学校の学年及び全校のプロジェクトに参加・支援を行うようになった。内容として

は，専門家を招聘した各種の研修会やプロジェクト会議等を開催して教員に指導してもらう

とともに，専門家に適切なタイミングで授業参加してもらい子供に直接指導をしてもらうな

ど専門知識を還元する機会を設けた。 

また，その際には，面瀬小学校は，このプロジェクトを通した環境研との連携の恩恵を，

自校のみの財産とせずに広く他校の教員にも開く努力を続けた，その結果，宮城教育大学と

の連携は，市全体へと広がるともに環境教育以外の他の分野にも波及を見せ，２００６年３

月には，宮城教育大学と気仙沼市教育委員会との「連携に関する覚え書き」の締結という公

式な連携に発展した。 

①組織的な「知識ベース」の完成 ～プロジェクト連携推進委員会～ 
 2002 年に宮城教育大学との連携がスタートし，本格的に国際環境教育を基軸とする ESD を

展開するにあたり，これまで，各学年のプロジェクトを中心に連携してきた地域や大学，専

門機関との個々の連携を，「プロジェクト連携推進委員会」として一元的に組織することとし

た。（図参照）これは，これまで以上に，地域や専門機関同士の情報交流を促進させることで

プロジェクトのさらなる充実を図り，地域としての環境教育・ESD の発展に寄与することを

目的に，面瀬小学校が支援を受けている地域の産業団体，専門機関，行政，NPO，教育団体

等 20 団体，29 名で構成された。この委員会の設立によって多くの地域の機関や専門機関が

それぞれの専門性やリソースを生かした「知識ベース」が確立し，面瀬小学校のプロジェク

トを体系的かつ継続的に支援協力する体制が構築された。この体制は，地域と一体となって

ESD に取り組む優れた連携システムとして，文部科学省やユネスコ等の国や国際機関からも

高く評価されている。 
 

B) プロジェクトの評価 
１．体系的な ESD 学習プログラムや地域・専門機関との連携による人々の変容 

（１）教師及び教師集団の変容 

【全職員が参加する校内体制づくり】 

 このプログラムの実践を通して，一番初めに変わったのは，教師である。プロジェクト開

始当初から，面瀬小学校の教員が皆，高いモチベーションを持ち，積極的に関わろうとした

わけではなかった。むしろ，そうでない教員のほうが多かったように思う。その主な理由と

しては，「教科書にないことを無理にやる必要がない」「ただでさえ忙しいのに余計なことを

すると，余計忙しくなる。」「先進事例(前例)がなく，どう取り組んでいいかわからない」「ア

メリカの学校を相手にするなど，英語も話せない小学校教員には無理だ。」「研究主任や管理

職など，一部の教員でやればいい」というものだった。 

 そこで，校内の全教職員を巻き込み，チームワークを組んで，このプロジェクトを推進す

るために，いくつかの方策（作戦）を取った。 

まず，全員で課題意識と目標を共有するために，開始当初からこのプロジェクトが全校体
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制で取り組むべきものであることを確認するとともに，全教職員がプロジェクトに関わる校

内体制をつくった。具体的には，米国の小学校と共同学習を進める際には，学年ごとにペア

プロジェクトを実践し，テレビ会議等を通して，全学年が学年ごとに交流することとした。

これにより，どの学年の教員も，今後めざすべき方向性と取り組むべき内容及びプロセスが

明確になり，当事者意識が高まった。 

その一方で，研究主任が各学年とミーティングで，素材や学習テーマ，プログラムの概略

等を提案し，プログラムの方向性を示唆した。その後討議を重ねることで，各担任は，しだ

いに学習プログラムの見通しを持ち，取組への光が見えると同時に，実践意欲が格段に高め

ていった。すなわち，このプロセスは，面瀬小学校の体系的なプログラム開発という側面も

あるが，全教員をプロジェクトに参加させる仕組みでもあった。 

【専門家の支援による実践意欲の向上】 

 二つ目には，各学年のプログラムの開発と実践に専門家が関わり，そのサポートを得られ

たことである。プロクラム実施前に，専門家からレクチャーを受けたり，予備調査や実験で

指導を受けたりすることで，環境に対する理解と認識が深まり，プログラムに対する考え方

や進め方に大いに参考になった。何より，子供と同じように，プログラムを通して学び進め

ることで，新たな気づきやものの見方・考え方を獲得し，環境教育・ESD の重要性を再認識

したり実践への意欲を高めたりする教員が数多くいた。中には，「目から鱗が取れた」といっ

て子供以上に目を輝かせる教員もいた。 

【公開研究会の開催】 

 プロジェクト初年度の 2003 年２月から４回にわたって，各学年及び面瀬小学校全体のプロ

ジェクトの成果を表現・発信と地域への普及啓発を目的に「国際環境教育公開研究会」を開

催した。これは，教員にとって大きなプレッシャーであったことは事実だが，教員全員が一

丸となってめざす晴れの舞台として「公開研究会」を合い言葉に，各学年，各教員が緊張感

を持って，日々の実践に真摯に取り組んだ。この「公開研究会」は，当初，面瀬小学校が，

宮城教育大学と連携して開催したローカルなものであったが，その後，県教育委員会の指定

を受けるとともに，国連大学が参加したりユネスコの国際セミナーとジョイントしたりして

国際的な広がりを見せ，中教審副会長や文部科学省，ユネスコ，国連大学等の講師陣を招い

て，地方の一小学校の公開研究会とは思えない国際的なイベントとなった。これを支えたの

も，紛れもなく面瀬小学校の教職員であった。 
 

（２）子供たちの変容 
【自然・生命への感受性】 
 このプロジェクト通した子供たちの変容に中で，第一にあげられることは，自然や環境へ

の興味関心の高まりである。各学年のプログラムは「体験活動」を重視し，直接，生の生き

物や本物の自然に触れ合う活動を多く取り入れている。これまで，とかくゲームやテレビ，

漫画等のバーチャルな世界で遊んでいた面瀬小学校の子供たちにとって，身近に魅力的な自

然があるにもかかわらず，それは，「あっても見に見えないもの」であった。しかし，各学年

の「自然に中で学び，発見する学習」を通して，子供たちは自然の神秘性（Sense of Wonder）
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に驚嘆し，興味関心を高めていったのである。このプロジェクトが始まってからは，面瀬小

学校では，川や野原で遊ぶ子供や，昆虫や生き物を採集して家で飼育する子供が多くなった。

また，家庭での家族の会話の中でも生き物や自然，環境に関する会話が多くなったという報

告が保護者から寄せられている。 

 さらに，それに伴って，自然に対する観察力も格段に高まってきた。昆虫や魚などを絵に

描かせたり，粘土で造形させたりすると，いわゆるトンボや魚といった抽象的な造形ではな

く，体のつくりを細部まで表現し，「種」まで判別できるほどの作品を仕上げる子供が多くな

った。これには，専門家も驚いていたが，この能力の伸びは，面瀬小学校が開発した「総合

的な学力診断テスト・環境教育編」で，観察力の到達度が他校と比べ格段に優れているとこ

とからも客観的にあきらかである。 

【知的探究心の高まり】 
 子供たちは，さらに，この自然・環境への好奇心と豊かな感受性のもと，各学年の学習活

動の中で，「これについてもっと知りたい」「これはどうしてだろう。もっと調べたい」など

と，旺盛な知識欲や知的な探究心を示すようになってきた。中には「トンボ博士」や「ゴリ(魚)

博士」と呼ばれるように，対象とする生き物の細部にわたるまで，観察したり調べたりして

豊富な知識を獲得する子供もいれば，教師の気づかないような微妙な変化を見つけ，その原

因の仮説を組み立て披露する子供が出てくるなど，「自ら学び，考え，解決しようとする」子

供の姿が見られるようになってきた。これはまさしく，文部科学省の言う「総合的な学習の

時間」のねらいに沿ったものであり，「生きる力」にも通じるものである。それはまた，ESD

の方向性にも合致するものであると考える。 

【環境・生命への思いやりと慈しみ】 
 しかしながら，これらの学習活動が，子供たちや教師にとって順風満帆に進むわけではな

い。ある時は，失敗したり試行錯誤の連続であったりする場面もしばしばである。特に，生

き物を飼育する活動では，図らずも生命を失ってしまう場面もあった。そのようなときに子

供たちは，生命や自然の「はかなさ」や「不可逆性」の側面を目の当たりにし，そして同時

その「かけがえのなさ」を実感していった。しかし，子供たちは，この教訓を生かしながら

学校や家庭で飼育や観察に挑戦し，友達と相談し，専門家のアドバイスも取り入れながらよ

りよい解決方法を見いだしていったのである。 

このように子供たちは，この体験や経験を踏まえて，生命や環境を思いやったり慈しんだ

りする態度（環境倫理）を身につけていき，成長とともに多面的でバランスのとれた環境の

とらえ方や関わり方ができるようになっていくのである。 
 

（３）保護者及び地域の人々の変容 
【保護者の変容】 
 プロジェクトの推進には保護者の理解と協力が欠かせないことから，まず，学級通信や保

護者会等を通して，学校の国際環境教育の取組について，情報を積極的に発信するとともに，

公開研究会を保護者にも公開したり「面瀬フェスティバル」を開催したりして，実際に，子

供の取組と学校の研究実践を参観してもらった。また，学年末には，保護者にアンケート調
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査をし，観点を設けてプロジェクトの評価をしてもらった。 

 このような情報公開や働きかけにより，保護者のプロジェクトへの協力姿勢と参加意識が

高まった。校外学習へのスクールボランティアとして随行や，体験学習の準備・サポートな

ど，面瀬小学校の多彩な体験活動を側面から支援してくれている。 

 このように，保護者も各学年のプロジェクトに協力したり参加したりすることで，この取

組の意義やすばらしさを実感し，家庭で子供たちとプロジェクトの活動について話題したり，

休日に親子で自然体験をしたりと直接的あるいは間接的に波及効果があった。また，アンケ

ートや研究会での発言からも，面瀬小学校の国際環境教育・ESD の取組を高く評価し，誇り

に思うと同時に今後も続けて欲しいと願っていることがわかった。 

【地域の方々の変容】 
 面瀬小学校の国際環境教育・ESD は，地域の様々な人材や機関と連携しその支援を受けな

がら実践されている，すなわち，地域に支えられた取組である。 

その支援者たる地域の機関や人々は，学校や教員が思う以上に，面瀬小学校の取組を評価

し，それに対する協力・支援に前向きであった。中には，面瀬のプロジェクトに参加でき，

貢献できることに喜びや誇りに感じている人々も多くいた。そのような恵まれた状況の中で，

面瀬小学校のプロジェクトを求心力として，地域の知識ベースを構築できたことは，地域の

リソース相互の連携を促し，それぞれの活動そのものを活性化することにつながったと考え

る。すなわち，地域における「ESD の学びあいのシステム」が構築され「ESD の学舎（まな

びや）」の土台をつくったと言える。 

【支援する高等教育機関の変容】 
すでに述べたように、宮城教育大学は、遠隔地にある気仙沼市を全面的に支援できるようになるま

での過程で、さまざまな試みを行ない、支援を実現してきた。そこに至る過程で、支援の仕方、支援

することの意味や価値について、環境教育実践研究センターEEC の中で議論し、それらは大きな実

験的な成果として蓄積された。 

大学側が学んだ、地域連携や地域の ESD を推進においてもっとも気をつけなければならな

いことは、支援する側と支援される側の間の「ギブ・アンド・テイクの関係」の維持である。

特に高等教育・研究機関と学校との間にありがちなことで、ともするとこれまでの大学教員

や研究者は、一段高いところから支援するという傲慢さがなかったとは言えない。支援者は、

支援活動を通じて学校や子どもたちから多くを学び、喜びを享受できることを忘れてはいけ

ない。一方が奉仕して与えてあげるから感謝しろというのでは、支援は成功しない。一方勝

ちに走ったとたんに連携の糸は切れることを肝に命じて、高等教育機関は地域貢献するとき

に気をつけなければならない点である。 

なお、気仙沼市と宮城教育大学の連携協定の締結に導いたこの成果は、その後、宮城教育大学

と県内５市との連携協定締結に発展する基礎となっている。 
 

２．社会的インパクト 

面瀬小学校の活動は、さまざまな形で地域社会にインパクトを与えてきた。 

（１）国際機関との連携と ESD の地域拠点 ～面瀬小学校の連携システムの拡大～ 
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面瀬小学校が，MTP を通じて環境をテーマとしたペアプロジェクトを米国の小学校ととも

に開発し，共同学習を展開すると，MTP を主催する日米教育委員会日本フルブライトメモリ

アル基金（JFMF）は，両パートナー校の取組を，グット・プラクティスとして取り上げ，特

に，面瀬小学校の知識ベースとの連携システムは，JFMF が提唱する「グローバル知識創生網」

（Global Knowledge Creating Web）のコンセプトと合致し，先進事例として参加校に積極的に

普及するとともに日米に発信された。そして，これらの業績が認められ，2005 年からは，MTP

に３年連続で気仙沼市内の小・中・高校がセットで地域選抜され，地域の ESD の推進役とし

て重要な役割を担ってきた。 

また，2005 年から始まった「国連・持続可能な開発のための教育 10 年」（DESD）の推進

を掲げる国連大学も，面瀬小学校の体系的な国際環境教育・ESD の実践と，それを支える知

識ベースに注目し，専門家を派遣して，面瀬小学校のプログラムや連携システムの継続・発

展と地域への普及・啓発のための様々な助言や支援を行った。そして，2005 年６月に，国連

大学が DESD の推進のための世界の「地域の拠点」（RCE= Regional Centres of Expertise）を

認定するにあたり，面瀬小学校の取組を高く評価して，その候補地の一つ「仙台広域圏 RCE」

に，気仙沼市を一翼に加えることとなった。 

これを受けて，2006年に気仙沼市教育委員会は，市全体でESDのさらなる推進を図るべく，

面瀬小学校の「プロジェクト推進委員会」を基盤として，地域で先進的にESDを推進する学

校や企業，NPO，専門機関，行政，メディアなど25団体から構成される『気仙沼ESD/RCE推

進委員会』を設立した。この推進委員会を気仙沼地域のESD推進の中核として，各団体が実

践的に取り組む活動について情報を共有するとともに，面瀬小学校の「プロジェクト会議」

を市全体へ拡大した「気仙沼ESD/RCE環境教育推進会議」や「ワークショップ」，「サテラ

イト研修講座」等を開催して，地域へのESDの普及啓発や教職員の指導力向上の施策を進め

ている。 

このように，現在，気仙沼市では，面瀬小学校の取組を発展させ，小・中・高校の系統的

な取組という「垂直的リンク」と，取組を地域の他校に広げる「水平的リンク」，そしてそ

れを，地域の知識ベースが支える「側面的リンク」という３つのリンクを形成し，立体的な

連携システムのもとで，ESD を推進している。 
 

（２）海外との地域連携の可能性 ～テキサスとの地域連携と ASP への発展～ 

 このような面瀬小学校の地域と一体となった国際環境教育・ESD の取組は，海外にも先進

事例として波及効果をもたらしている。 

2005 年から，気仙沼の小・中・高校とパートナーを組んで MTP に地域参加しているテキ

サス州カリスバーグ小・中・高校は，面瀬小学校を核とする気仙沼の国際環境教育・ESD の

学習プログラムと連携システムに感銘を受け，そのメソッドとシステムを積極的に導入して

きた。特に，ESD の重要性とそれを推進する必要性を認識し，それを自分の地域で実践する

ための専門機関との連携を，面瀬小学校の事例を手本として学び，北テキサスのいくつかの

大学や研究機関とネットワークを結んで ESD の推進体制の構築を積極的に推し進めている。

保守的な土地柄で，環境教育や ESD が低調なテキサス州におけるこの取組は，全米でも画期
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的なものであり，いくつかの大学や多くの関係機関が参画するなど徐々に地域での広がりを

見せている。そしてそれは，2007 年に，国連大学より米国で２番目の RCE に認定されるとい

う形で実を結んだのである。 

今後は，MTP を通した気仙沼の「学校」対テキサスの「学校」というコラボレーションで

はなく，RCE を通じて，気仙沼地域（仙台広域圏）と北テキサス地域との「地域」対「地域」

の連携に発展する可能性が開かれたと言える。 

また、市教委が主導し学校レベルでのユネスコ・スクール・ネットワーク(ASPnet)に参加し

て、積極的に ESD を推進しようとする動きが始まっている。現在，市内の 16 校（小学校 10

校，中学校４校・高校２校）がユネスコスクール（ASP）に申請中である。このように一つ

の小学校ではじまった環境教育が、地域を巻き込んだ ESD として発展しつつある。 
 

３．プロジェクトの自立・発展性 

気仙沼地域での活動は、面瀬小学校で実った種は、地域内でさまざまな形で芽生え発展して

いる。環境教育は中学校、高等学校へと連携が進み、さらに地域内の横のつながり、サイエ

ンスに関する小・中・高校生の発表会ができるまでになった。さらに、「サイエンス・ワーク

ショップ in 気仙沼」が開かれ、教員の研修が行なわれた。 

2005 年からは、宮城教育大学との関係において大きな進歩があった。それは、これまで面

瀬という一小学校で開催された行事に地域が参加する形をとっていたものが、大学と気仙沼

市とが連携することにより、地域全体を対象として、市民や現職教員を対象とした「サテラ

イト研修講座」、教員を対象とした「サイエンス•ワークショップ」、地域の子どもたちを対象

にした「フレンドシップ事業」が行われるようになった。「サテライト研修講座」として実施

した環境教育の公開講座は、国内の先進的な ESD のモデルカリキュラムとして 2007 年のユ

ネスコ国内委員会の資料として取り上げられ、同年のユネスコ総会にも提出された。このサ

テライト事業は、現在、環境教育を越え、理科教育、数学教育へと発展している。 
 

C) ESD としての意味づけ 

【ESD として面瀬小学校の取組】 

 面瀬小学校の実践は，環境教育を基軸としながら，国際理解教育や食教育，福祉教育等を

融合し，それを推進するため情報教育（ICT）や英語教育（コミュニケーション）が支えると

いう他に例を見ない極めて「学際的アプローチの取組」である。さらには，地域の素材を生

かしたプログラムを開発・実践し，それを国を越えて海外の学校と学習成果を比較・共有す

るという，「地域に根ざした視点」と「国際的な視野」を併せ持った「Think Globally, Act Locally」

の取組でもある。 

この取組おいて，子供たちは，様々な体験や探求活動から地域の自然や環境・社会を見つ

め直し，そのよさ（価値）や課題を地域及び地球的視野で認識して，その保全や課題解決の

必要性について考える学習を積み重ねてきた。それは換言すれば，子供たちが今後，自分た

ちの生活する地域，そして自分たちの生きる地球の持続可能性について学びを進深める場で

あった。またこれは，子供たちだけのものではなく，この実践に関わった多くの保護者，地
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域や諸機関の方々にとっても，この取組に関わることによって地域及び地球の持続可能性を

考える契機となったことは紛れもない事実である。すなわち，面瀬小学校の取組の価値は，

公教育を核としながら，保護者や地域，諸機関を包含して ESD の学びのシステム（学舎）を

創設し，地域全体あるいは，海外をも巻き込んで、ESD の学びの大切さと方向性を会に示し

たことにある。 
 

D) 今後の実施と提案 

DESD が始まって４年が過ぎ、残る６年間で気仙沼地域は、グローバルな視点に立って地球

環境保全の意識を高く持ち、自分たちの地域文化や自然を誇りに思う人々が暮らす町になろ

うとしている。また、国の教育政策も一歩進み、ESD が持続発展教育として、新学習指導要

領に入ったことから、一層幅の広い市民の理解と支援が期待できる。 

このようなとき宮城教育大学は、ユネスコ・スクール・ネットワークを活用して、ESD を

推進するため、宮城県を中心にしたネットワークの再構築を進めている。これに呼応して気

仙沼市は、小中高校が地域を挙げてこのネットワークに加盟申請を行なっている。それぞれ

の学校が掲げる課題も多様で、地域環境教育、防災教育、人権教育、伝統文化、国際理解、

福祉などがある。気仙沼市の ESD では、気仙沼ユネスコ協会がステークホルダーに加わって

いることもあって、ASPnet を介してのグローバルな情報を受けて、市全体の ESD の大きな進

展が期待される。 

 
 

 

あとがき 

この面瀬小学校における事業の成功は、及川さんという卓越した能力を持つ教師がいたか

らこそであるとともに、学校内に彼を理解して支えた多くの同僚がいたこと、また、暖かく、

面瀬小学校を中心とした Knowledge Web 
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思う存分に活動させることを許した当時の菊池校長がいたこと、さらに懐の深い阿部気仙沼

市教育長がいたことによるものであるとつくづく思います。このどれもが欠けても、成功は

なかったと云えます。当時、私がセンター長を務めさせて頂いていた宮城教育大学環境教育

実践研究センターは、遠隔の地域にどのように貢献できるかを社会から試されていた厳しい

ときで、心強い仲間の支援と、企画のすべてを理解して支援してくれた学長はじめ事務局の

存在があったことも幸運でした。阿部教育長の深い理解の下に気仙沼市教育委員会と大学と

が二人三脚で臨むことができ、人々の連携の和があったからこそ、このプロジェクトが見事

に花開いたのだと思います。今考えると、これこそ図らずも ESD の精神でした。天の時、地

の利、人の和が赤い糸で結ばれていたのだと感謝せずにはおれません。 
 ESD の前半期が終了しようとしています。後半期に向けては、ユネスコ・スクール・ネッ

トワークの再構築と学校における ESD のさらなる発展にご期待下さい。 
宮木教育大学 理事・副学長 見上 一幸 

 


